
第３次稚内市総合計画　施策実施状況調査　　

０１　市民に開かれたまちづくり

　　０４　計画行政の推進

　　　　０１　行・財政改革の推進 

（％） ベース 評価 評価内容 

１０　自主的･計画的な行・財政改 
革の推進
　　　　　　（政策経営室） 

4 70% 2 1 

２０　行・財政改革推進体制の整備
　　　　　　（政策経営室） 

4 90% 2 1 

2 ･行財政改革は、日常的に改革の進捗管理や見直 
しが必要となることから、一体的な組織が必要と 
なっていた。そこで、組織機構の見直しにおいて行 
財政改革を一体的に担う政策経営室を立ち上げ、 
より効率・効果的な行政運営を行なうため、行政運 
営を経営という視点で捉え、施策の選択と集中や 
優先順位付けの徹底、成果を重視し、質の高い行 
政サービスの提供などによるマネジメントサイクル 
（P-D-C-A）の確立を目指すものであった。この確 
立に向け、行政評価の導入や実施計画管理など 
を実施してきた。 
･一定程度、システムとして身についたという成果 
は見られるが、まだ、職員個々に経営という視点や 
考え方が浸透していない。 

・益々地方財政は厳しい環境にさらされることから、更なる効率・効 
果的な行政運営が求められる。事務事業を執行する場合におい 
て、市民からその成果や必要性について説明を求められる機会が 
増えてくることが想定される。今後においては、更に施策等の選択 
と集中が重要となることから、その手段として行政評価の有効性が 
求められ、そのシステムの確立が急務となると考える。更に、職員 
に対して、市の財政状況の把握させるだけでなく、、事業を執行す 
る場合職員それぞれが取組んだ仕事の結果、市がどういう債務状 
態に陥っているのかという観点が必要であり、職員が最後まで仕事 
の行方を見るという財政感覚を磨く方策が必要である。 
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